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相が出現している可能性がある｡

抵抗極大部の変化については, N-(ET)2Cu(NC S)2 は温度低

下と共に居間距離が増大する傾向があるのに対して,伸張力は居間

距離を低減させると考えられることを考慮すると,低温での伸張盃

による変化の傾 向を定性的に理解することが出来る｡ この抵抗極大

現象には､何 らかの構造変化を伴 う金属一非金属転移が関わっている

可能性及び強い電子格子相互作用に起因すると思われるポーラロン

の輸送現象が関わっている可能性が指摘されている｡本研究におけ

る実験結果は直接的にこれ らの是非を論ずる十分な根拠足 り得ない

が､盃の性質 によって特性が著 しく異なる結束の得 られることか ら,

ET分子の姿態などに関係 した構造上の変化が超伝導転移のみなら

ず常伝導領域に現れる抵抗極大現象にも関わっているものと思われ

る｡ また,本研究では研究途上で発表された擬似の構造を持つ JC-

(ET)2Cu[N(CN)2]Brの抵抗測定も行ったが､ この物質におい

ても兄いだされ る抵抗極大部には虎点の80K付近に小さな抵抗の

ディップがみ られ, これが著 しい温度履歴をもつことか ら1次の相

転移が関与しているらしいことが明 らかになった｡以上の実験結果I

か らK-(ET)2Cu(NC S)2 に見 られる抵抗極大にも盃に敏感な構

造上の変化が関わっている可能性が高いと考えられる｡

5.ポリジアセチレン単結晶の塑性変形

大 宮 康 二

高分 子結 晶 の塑性 につ いては多 くの間麿 が残 され てい る｡ これ

は高分子 を結 晶化 させ る と､ 100Aか ら数 〝爪の微小 な結 晶 とな り

バル クな単結 晶を成長 させ ることが できないか らであ る｡ しか し

固相重合法 を用 い ると､ バル クな単 結 晶 を作製す る ことが可能 で

あ る｡ p-toluenesulphonateを側鎖 に持 つ ジアセチ レン(PTS)
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は モ ノマー単 結 晶 を固相 重 合す る こ とに よ り､ 完 全 性 の 高 い バル

クな高 分子単 結 晶 が得 られ る｡ 本研 究 で は塑 性変形､ 特 に双 晶変

形 を､ Ⅹ線 トポ グ ラフ法 と光 学叔 微 鏡 を用 い て､ モ ノマ ー とポ リ

マ ー を対比 して調 べ た｡

PTSモ ノマ ー 単結 晶 はアセ トン溶 液 か ら蒸 発法 によ って作 製

した｡ 結 晶は 図 の よ うに

(100)面 が 発 達 して

い る｡ 次 にモ ノ マ ー単 結

晶 を熱 重 合 させ (60℃,

3日間)､ ポ リマ ー単結 晶

(厚 さ約0.3Tnm, 噸 数m)

を作興 した｡ 分 子 鎖紬 は b紬 であ る｡

モ ノマー にお い て､ い くつ かの転位 が 観 察 され て い る｡ 例 え ば､

バ ー ガ ー スベ ク トル が [010] の転位 は (100) をす べ り面

に して塑性変 形 に寄与 してい る｡ これ らの転位 は固 相 重 合 に よ っ

て変化 しない｡ 一 方､ ポ リマー に様 々な封 断 をか け てX線 トポ グ

ラフ法 で鍋べ た結 束､ 範位 の移 動お よび 新 た な範位 の導 入 は観 察

され な か った｡ したが っ て, ポ リマ ー にお い て は このす べ り機 構

は起 こ らない こ とが明 らか とな っ た｡

次 に､ 分子 鎖 軸 (b軸 ) に平 行 に-紬 圧 縮 を行 い塑性 変 形 を起

こ し､ 光 学顕 微 鏡 と ビデ オ カ メ ラを用 い て､ その変 形過 程 を観 察

した｡ 観 察 され た双 晶に は双 晶面 が (120) と (122) の 二
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つ の タイ プ が 確 誰 され､ 共 に 双 晶 境 界 で 分 子 鎖 が 折 り曲 が る 変 形

で あ る｡ 前 者 の 双 晶 は 瞬 間 (30msec以 内) に形 成 され､ 後 者 の

双 晶 で は 成 長 過 程 が観 察 され た｡ 双 晶 が 成 長 す る こ と と, 双 晶 境

界 が 平 行 で な い場 合 が あ る こ と か ら､ 双 晶を 位 が 存 在 す る こ と が

わ か る｡ 結 晶 が 弾 性 変 形 した 後､ 応 力 集 中 に よ っ て 双 晶 が 形 成 さ

れ る こ と も観 察 さ れ た｡ モ ノ マ ー に お い て は 釆 晶 は 発.生 せ ず､ C

軸 方 向 で 破 断 す る｡ した が っ て 高 分 子 の 分 子 鎖 の 強 靭 さ ゆ え に､

ポ リマ ー 単 結 晶 に お い て 双 晶 変 形 を 起 こす こ とが 結 論 で き る｡ 変

形 過 程 に お け る双 晶範 位 の 役 割 に つ い て も考 察 す る｡

6.振動子集団の結合系における引き込み

奥 田 浩 司

大脳皮質の第一次視覚野には､網膜上の特定の位置に投影された､特定の方向を向いた動

く線分にだけ選択的に応答するニューロンが存在することが知られている｡このようなニュー

ロンは､同L:応答特性を持ったニューロンどおしが多数集まって､コラムと呼ばれるクラスター

を形成しており､視覚皮質には､いろいろな応答特性をもつコラムが､ある程度規則的に並べ

られている｡最近､Grayら【1】は､猫の視覚皮質を用いた実験により､刺激に対するコラム

の応答が振動的であることを兄いだした｡さらに､視覚皮質上で離れた位置にある､同じ方向

選択性をもつ2つのコラムの振動的応答が同期することを､彼らは報告している｡この実験結

果は､脳の情報処理､特に､特徴抽出過程において､振動の位相情報が何らかの役割を果たし

ていることを示唆している｡これを受けていくつかの理論が提出されているが､Ⅹuramoto

l2】は､ニューロン的なふるまいをする振動子でニューロンをモデル化し､コラムをそのよう

な振動子の集団として扱うことで､コラムの振動的応答を引き込みによる集団振動の出現と関

係づけた｡次なるステップは､コラム構造をもつ視覚皮質のモデルとして､振動子集団の結合

系を調べることであろう｡

このように､振動子の集団の結合系のふるまいは興味深い｡そこで､本研究は2つの振動子
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